
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】　家庭用品の日照乾燥や陰干しを行うときに乾

燥物品を簡単に自立させる補助具で、乾燥場所を選ばず

、また、下面を痛めない家庭用品自立補助具の提供を目

的とする。

【解決手段】　傾斜角度を持った傾斜支柱１で乾燥物品

６の背面を支え、傾斜支柱１と直角交差する受腕３は乾

燥物品６の下面を支える。同時に傾斜支柱１および受腕

３は転倒防止の役目も自から努める。傾斜支柱１および

受腕３は乾燥物品６の厚さに合わせ調整移動を可能とす

る。これらの事項を特徴とする。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 乾 燥 物 品 の 背 面 を 支 え る 傾 斜 角 度 を 持 っ た 傾 斜 支 柱 で あ っ て 、 こ れ と 乾 燥 物 品 の 下 面 を
支 え る 受 腕 は 傾 斜 支 柱 と 直 角 交 差 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 家 庭 用 品 自 立 乾 燥 補 助 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ の 傾 斜 支 柱 下 端 部 分 は 背 面 へ の 転 倒 防 止 の 役 目 を 与 え て い る 。 同 様 に 受 腕 下 端
部 分 は 、 傾 斜 支 柱 の 下 端 部 分 と は 反 対 の 向 き に あ り 前 面 へ の 転 倒 防 止 の 役 目 を 与 え て い る
こ と を 特 徴 と す る 家 庭 用 品 自 立 乾 燥 補 助 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ の 傾 斜 支 柱 お よ び 受 腕 は 、 乾 燥 物 品 の 厚 さ に 合 わ せ て 調 整 移 動 を 可 能 と し 、 傾
斜 支 柱 下 端 部 分 と 受 腕 下 端 部 分 と の 平 行 接 受 面 に 調 整 後 の 結 合 の た め の 系 止 孔 と 系 止 ピ ン
を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 家 庭 用 品 自 立 補 助 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 家 庭 用 品 自 立 乾 燥 補 助 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 家 庭 で 使 用 さ れ る 比 較 的 柔 軟 性 の な い 寝 具 マ ッ ト レ ス 、 畳 等 の 大 型 家 庭 用 品 か ら
、 座 布 団 、 風 呂 蓋 、 ま な 板 等 の 小 物 に 至 る 家 庭 用 品 の 日 照 乾 燥 や 陰 干 し を す る 際 の 補 助 具
は 無 く 、 壁 や ベ ラ ン ダ 手 摺 に 立 て か け て 通 風 性 を 計 り 自 然 乾 燥 さ せ て い る の が 実 態 で あ る
。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 述 の ご と く 、 従 来 の 壁 や ベ ラ ン ダ 手 摺 に 立 て か け る 手 段 で は 、 壁 や ベ ラ ン ダ 手 摺 と 乾
燥 物 品 と の 間 は 充 分 な 風 通 し を 得 ら れ ず 、 ま た 壁 や 手 摺 に 汚 痕 や こ す り 傷 を 残 し か ね ず 、
同 時 に 乾 燥 物 品 に も 同 じ 現 象 を 与 え る こ と に な る 。 そ の 上 、 乾 燥 物 品 の 下 面 と 床 面 と の 接
触 部 は 乾 燥 物 品 の 片 側 の 隅 の み が 接 触 す る た め 自 重 に よ っ て 隅 部 を 破 損 し か ね な い 、 こ れ
ら の 問 題 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 課 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 家 庭 用 品 の 日 照 乾 燥 や 陰 干 し
を 行 う 際 に 乾 燥 物 品 を 簡 単 に 自 立 さ せ る 補 助 具 で 、 乾 燥 場 所 を 選 ば ず 、 そ の 上 、 乾 燥 物 品
の 下 面 隅 部 を 痛 め な い 家 庭 用 品 自 立 乾 燥 補 助 具 の 提 供 を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 述 の 目 的 を 達 成 す る 本 発 明 の 家 庭 用 品 自 立 乾 燥 補 助 具 は 、 乾 燥 物 品 の 背 面 を 支 え る 傾
斜 角 度 を 持 っ た 傾 斜 支 柱 で あ っ て 、 こ れ と 乾 燥 物 品 の 下 面 を 支 え る 受 腕 は 傾 斜 支 柱 と 直 角
交 差 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 傾 斜 支 柱 の 下 端 部 分 は 背 面 へ の 転 倒 防 止 の 役 目 も 与 え て い る 。 受 腕 の 下 端 部 分 は 傾 斜 支
柱 の 下 端 部 分 と は 反 対 の 向 き に あ り 前 面 へ の 転 倒 防 止 の 役 目 を 与 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 傾 斜 支 柱 お よ び 受 腕 は 、 前 後 の 調 整 移 動 を 可 能 に す る 。 そ の た め に 傾 斜 支 柱 下 端 部 分 と
受 腕 下 端 部 分 と の 平 行 接 受 面 に 調 整 後 の 結 合 の た め の 系 止 孔 と 系 止 ピ ン を 有 し て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 乾 燥 物 品 は 傾 斜 角 度 を 持 っ た 傾 斜 支 柱 に よ っ て 背
面 を 支 え ら れ 適 当 な 傾 き を 得 る こ と に よ っ て 、 自 立 は よ り 安 定 し 、 前 面 は 日 照 角 を よ り 得
る こ と が で き 乾 燥 を 増 進 さ せ る 。 さ ら に 自 立 す る こ と で 乾 燥 場 所 を い と わ ず 風 通 し や 日 照
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の 良 い 場 所 が 選 択 で き 乾 燥 が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 受 腕 は 傾 斜 支 柱 と 直 角 交 差 す る こ と で 、 乾 燥 物 品 の 下 面 の 全 厚 さ を 支 え 片 隅 を 痛 め る こ
と が 無 く な る 。 ま た 、 傾 斜 支 柱 お よ び 受 腕 を 前 後 に 調 整 移 動 可 能 と す る こ と で 本 発 明 の 補
助 具 １ 基 で 数 種 類 の 乾 燥 物 品 の 厚 さ に 対 応 で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 系 止 ピ ン を 取 り 外 す こ と に よ っ て 、 傾 斜 支 柱 と 受 腕 お よ び 系 止 ピ ン の 部 品 に 分 解 で き る
の で 、 持 ち 運 び や 収 納 を 容 易 に す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ き 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ ～ 図 ５ は 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 り 、 図 １ は 　 そ の 外 観 斜 視 図 で あ る 。
　 図 ２ は 　 側 面 図 、 図 ３ は 　 正 面 図 、 図 ４ は 　 平 面 図 、 図 ５ は 　 平 面 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ ， 図 ２ に 示 す よ う に 、 傾 斜 支 柱 １ は 乾 燥 物 品 ６ の 背 面 を 支 え る 役 目 で あ り 、 そ の 高
さ 寸 法 の 目 安 は 乾 燥 物 品 ６ の 形 状 に も よ り 異 な る が 、 お お よ そ 乾 燥 物 品 ６ の 中 央 部 を 最 小
高 さ と し 、 上 方 に 余 裕 を 見 て 決 め る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 傾 斜 支 柱 １ の 傾 斜 角 度 が 大 き け れ ば 乾 燥 物 品 ６ は 直 立 状 態 に 近 く な
り 、 傾 斜 支 柱 １ に 寄 り か か る 荷 重 は 小 さ く な り 、 不 安 定 な 自 立 と な る 。 反 対 に 傾 斜 角 度 が
小 さ く な れ ば 乾 燥 物 品 ６ は よ り 安 定 す る が 、 投 影 面 積 を 多 く 必 要 と す る 。 さ ら に 乾 燥 物 品
６ の 傾 斜 は 最 良 の 日 照 を 得 る の に 必 要 で あ る 。 こ れ ら の こ と を 考 慮 し て 傾 斜 角 度 は 決 定 さ
れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 傾 斜 支 柱 １ の 下 端 部 分 は 背 面 へ の 転 倒 防 止 の 役 目 も 与 え て い る 。 故
に 、 そ の 終 端 は お お む ね 傾 斜 支 柱 １ の 頂 部 よ り 垂 線 を 下 ろ し た 位 置 よ り 後 方 に 余 裕 寸 法 を
見 計 ら っ て 決 定 さ れ る 。 ま た 、 そ の 終 端 は 床 面 ７ を 傷 つ け な い よ う に 丸 み を 付 け て お く と
有 効 で あ る 。 そ う し て 、 こ の 下 端 部 分 に は 受 腕 ３ と 結 合 す る た め の 傾 斜 支 柱 付 き 系 止 孔 ２
が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ２ 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 受 腕 ３ は 乾 燥 物 品 ６ の 下 面 を 支 え る 部 分 と 移 動 を 止 め る 部 分
お よ び 前 面 へ の 転 倒 防 止 の 役 目 を 与 え て い る 下 端 部 分 か ら な る 。 こ の 下 端 部 分 に は 乾 燥 物
品 ６ の 厚 さ に 合 わ せ 調 整 移 動 が 可 能 な 受 腕 付 き 系 止 孔 ４ が 横 列 に 複 数 個 設 け ら れ 、 調 整 移
動 後 こ の 受 腕 付 き 系 止 孔 ４ と 傾 斜 支 柱 １ の 下 端 部 分 に 設 け た 傾 斜 支 柱 付 き 系 止 孔 ２ と は 系
止 ピ ン ５ に よ っ て 結 合 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 受 腕 ３ の 乾 燥 物 品 ６ の 下 面 を 支 え る 部 分 は 傾 斜 支 柱 １ に 直 角 交 差 す
る よ う に 適 宜 角 度 を 設 け る こ と が 重 要 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 受 腕 ３ の 下 端 部 分 に は 前 面 へ の 転 倒 防 止 の 役 目 も 与 え て い る 。 故 に
、 そ の 終 端 は お お む ね 乾 燥 部 品 ６ の 前 面 線 を 延 長 し た 位 置 よ り 前 方 で 決 定 す る 。 ま た 、 そ
の 終 端 は 床 面 ７ を 傷 つ け な い よ う に 丸 み を 付 け て お く と 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ ， 図 ３ に 示 す よ う に 、 家 庭 用 品 自 立 乾 燥 補 助 具 自 体 の 安 定 し た 座 り 状 態 が 必 要 で あ
り 、 そ の た め の 横 方 向 の 巾 は 傾 斜 支 柱 高 さ の １ ／ ５ ～ １ ／ ４ を 目 安 と す る 。 重 量 物 品 や 長
尺 物 品 の 乾 燥 に 際 し て は 、 複 数 個 本 発 明 の 家 庭 用 品 自 立 乾 燥 補 助 具 を 並 列 し て 使 用 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ２ に 示 す 符 号 ３ ａ は 受 腕 ３ の 調 整 移 動 後 の 仮 想 状 態 を 示 す も の で あ る 。
【 実 施 例 】
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【 ０ ０ ２ １ 】
　 上 記 の 、 実 施 の 形 態 に 基 づ き 寝 具 マ ッ ト レ ス 、 畳 等 の 大 型 家 庭 用 品 に 本 発 明 の 家 庭 用 品
自 立 乾 燥 補 助 具 を 製 作 す る 場 合 、 高 さ ８ ０ ０ 、 長 さ ４ ５ ０ 、 巾 １ ５ ０ 程 度 が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
以 上 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 し た が 、 本 発 明 の 範 囲 は こ れ に 限 定 さ れ る 物 で は な い 。
例 え ば 、 対 象 乾 燥 物 品 を 限 定 す る こ と に よ っ て 厚 さ 調 整 移 動 用 の 系 止 孔 を 無 く し て 、 受 腕
を 直 接 傾 斜 支 柱 に 固 着 し た り 、 種 々 の 形 状 が 考 案 で き る が 、 こ れ ら は 状 況 に 応 じ て 適 宜 応
用 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 傾 斜 支 柱 は 乾 燥 物 品 の 大 き さ に 整 合 で き る 様 に 鞘 管 な ど を 用 い て 伸 縮 可 能 と す る
こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 受 腕 の 乾 燥 物 品 下 面 を 支 え る と こ ろ に は 受 圧 面 積 を 大 き く す る 為 や 、 当 た り を 和 ら げ る
パ ッ ド を 取 り 付 け る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 品 を 構 成 す る 各 部 材 の 材 質 や 形 状 は 、 対 象 乾 燥 物 品 の 重 量 、 大 き さ 等 を 考 慮 の 上
、 構 造 物 と し て 任 意 の 物 が 利 用 で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 品 は 、 主 に 家 庭 用 品 が 対 象 物 品 故 に 、 清 掃 が 容 易 で 清 潔 感 を 与 え る 形 状 、 材 質 が
望 ま し い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 は 、 家 庭 用 品 の 乾 燥 補 助 具 と し て は 勿 論 の こ と 、 展 示 物 品 の 自 立 補 助 具 や 平 板 状
物 品 な ど の 格 納 に 幅 広 く 利 用 で き る こ と が 考 え ら れ る 。 こ れ ら の 自 立 補 助 具 を 製 造 、 販 売
す る 産 業 分 野 で 利 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 図 １ 】 　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 家 庭 用 品 自 立 乾 燥 補 助 具 の 外 観 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 　 図 １ の 家 庭 用 品 自 立 乾 燥 補 助 具 の 側 面 図 。
【 図 ３ 】 　 図 １ の 家 庭 用 品 自 立 乾 燥 補 助 具 の 正 面 図 。
【 図 ４ 】 　 図 １ の 家 庭 用 品 自 立 乾 燥 補 助 具 の 平 面 図 。
【 図 ５ 】 　 図 １ の 家 庭 用 品 自 立 乾 燥 補 助 具 の 平 面 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 １ ・ ・ 傾 斜 支 柱 、 　 ２ ・ ・ 傾 斜 支 柱 付 き 係 止 孔 、 　 ３ ・ ・ 受 腕 、 　 ３ ａ ・ ・ 受 腕 調 整 移
動 後 の 仮 想 状 態 図 、 　 ４ ・ ・ 受 腕 付 き 係 止 孔 、 　 ５ ・ ・ 係 止 ピ ン 、 　 ６ ・ ・ 乾 燥 物 品 の 仮
想 状 態 図 、 　 ７ ・ ・ 床 面 、
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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